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・千葉県内の上下水道施設の耐震化と老朽化対策の強化へ加速！

千葉県は最新手法を用いて、千葉県に影響を及ぽす可能性のある3つ の地震について、地震被害想定調査を10年ぶりに行いました。千葉

県が最も警戒すべき地震の 一つ である我孫子市を含む千葉県北西部を震源とするマグニチュ ー ド7.3規模の「千葉県北西部直下地震」が 今

後30年以内に発生する確率は約70％であり、想定被害量として全壊・全焼が約7万6,000棟、死者数が約2 ,400人、災害関連死約3,800人

という内容が公表されました。この調査結果に基づき、減災対策をアップデートし、災害時に最前線で市民を守る市町村の防災計画に反映

させていくことが肝要です。我が会派の市町村支援への要望に対し、熊谷知事は千葉県として地域防災計画などの見直しにあたり助言等を

行っていくこととあわせて、各種補助金の活用を促し、避難経路のバリアフリー化や避難施設への物資の分散備蓄など地域の実情に応じ

た取組を支援していくと答弁。また、本会議において上下水道施設の強化策を質疑・要望しました。

上下水道管路耐震化に向けて県猿自の支援策を実施！

令和6年1月の能登半島地震では、水道施設に甚大な被害が生じ、住民生活に大きな影響が出ました。県内事業体における基幹管路の

耐震適合率は県内平均63.1％と全国平均44.6％を上回っていますが、耐震化の取組をスピー ドアップするため、国の交付金に上乗せする

千葉県独自の新たな補助制度を創設していただきました。

下水道施設の老朽化対策を加速させるため「大規模管路更新班」設置！

昨年、埼玉県八潮市において下水道管の破損に起因すると考えられる道路陥没が発生し、約120万人に影響を与える重大な事態となり

ました。千葉県では印膳沼流域、手賀沼流域、江戸川左岸流域の3流域で、複数市町の汚水を処理する流域下水道事業を実施しています。

千葉県は、国からの要請に基づき下水道管路の老朽化の程度を把握する調査を実施したところ、原則1年以内の対策が必要な管路は

約2.2km、5年以内の管路は約48.3kmと判明しました。一方、道路陥没に繋がる空洞は確認されていないとのことです。まずは、道路陥

没の要因となりうる管路への地下水の流入を防ぐ止水工事を進めてお り、管路更新などの大規模な対策について は学識経験者の意見を

聞きながら適切な施工方法等を検討し、順次工事を実施する予定です。

B ・外来水生植物対策は早期発見•早期駆除／効率的な駆除を提言！

!| 
効果的且つ効率的な駆除へ転換

外来水生植物は、手賀沼や印膳沼を中心に水野ゆうきが県に予算を要望し、継続して 大規模駆除や市民団

体への補助等を進めていただいています 。一方、一片の切れ茎からでも繁茂する外来水生植物を根絶するこ

とは困難であり、限られた予算の中で駆除する箇所の優先順位をつけ、適切に管理していく段階にあります 。

今後は、治水利水景観への影響を踏まえた効果的で合理的な駆除を行っていくことを提言しました。

I 千葉県からの答弁 l再繁茂しやすい地形や水流 などの条件を分析し、それを踏まえて 適切な駆除の実施時期や手

法を検討中。駆除の手法や繁茂抑制技術に関する知見の集積を図り、地元市町村及び関係団体と連携しなが

ら繁茂拡大の防止に努める。
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0毎年、手賀沼の外来水生植物駆除
活動に参加しています！

［ 旱期発見・旱期駆除のため県民参加型スマホアプリ「Biome」でご協力お願い致します！
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外来水生植物対策には早期発見が重要であることから、県民が外来水生植物を発見した際に通報できる仕組みづくりを水野ゆうきか

ら要望し、千葉県はナガエツルノゲイトウなど7種の外来水生植物を対象にスマホアプリ「B iome」 による県民参加型の分布調査を昨年度

から実施し、今年度も開始しました。

これまで外来水生植物が確認されなかった市川、松戸、流山の3市で情報がB iomeにて 投稿され、現在駆除を進めているところです。今

年度は、更に多くの情報が投稿されるよう調査期間を11月までに延長し、新たな地点で投稿された場合には、関係機関とより速やかに情

報共有できる運用としました。外来水生植物の分布調査のため、「B iome」 をダウンロ ー ドしていただき、皆様のご協力をお願いします。




